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【背景と目的】 

新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の世界的流行が長期化

する中、看護学生への教育支援および生活支援の充実が急務と

なっている。本研究の目的は、看護学生への支援体制に示唆を得

るため、COVID-19 パンデミック下における看護学生のメンタル

ヘルスと感染予防行動の現状と、それらとソーシャルサポート

との関連を理解することである。 

【方法】 

1.データ収集期間 

2020年10月(1か月間) 

2. 研究対象者 

A大学看護学生（学部生及び大学院生）307名 

 3.質問項目 

  Google Formsによる自記式質問票は、感染症流行下にて香

港で実施された調査（Liao et al, 2014）から抽出された、メ

ンタルヘルス(精神健康感・睡眠・自殺念慮)、感染予防行動（11

項目：高得点ほど感染予防行動が強くみられる）、感染症への心

配（高得点ほど心配が強い）、ソーシャルサポート(家族・友人・

大学や教員の3項目：高得点ほどサポートへの満足度が高い)を

含む47項目からなり、専門家パネルや大学生でのパイロットス

タディにて、妥当性が確認された英訳版を、日本語版に翻訳した

ものを使用した。本研究は、台湾の研究チームを中心とする国際

共同研究（Pramukti et al, 2020）の一部であるが、日本で収

集されたデータのみを分析し報告する。 

 4.分析方法 

  SPSS22 にて、Pearson 相関分析にて、下記の仮説を検証し

た(有意水準p<.05)。 

仮説１：感染症への心配が高いほど、感染予防行動がみられる。 

仮説２：ソーシャルサポートに対する満足度が高いほど、メンタ

ルヘルスの状態がよい。本研究は,倫理委員会（筑波大学医学医

療系/第1539 号）の承認を得て実施した。 

【結果】 

1. 回答者数：110名(有効回答率35.8％) 

2. メンタルヘルス 

1) 精神的健康感：ずっと悪かった(6.4%) 

 2) 睡眠：全く問題がなかった(31.8%) 

 3) 自殺念慮：全く考えなかった(83.6%) 

3. 感染症への心配 

10段階中７が最も多かった（23.4%） 

 

 

4. 感染予防行動 

「マスクの装着」(95.5%)、「手洗い」(77.5%)、「人混みを避け

る」(82.0%)、「室内の換気」(53.2%)、「友人とのかかわりを減

らす」（52.3%）、「クラスメートや教員とのかかわりを減らす」

(48.6％)、「部屋の掃除や消毒」(41.4%)の順に多かった。 

5. ソーシャルサポート 

    表１．サポートのスコア(範囲1-4点) 

 

6. 感染症への心配と感染予防行動との関連性 

 感染症への心配が強いほど、感染予防行動の「部屋の掃除や消

毒」(r=.32, p<.01)、「友人とのかかわりを減らす」(r=.26, 

p<.01)、「ニュースを見る」(r=.26, p<.01)、「人混みを避ける」

(r=.25, p<.01)、「手洗い」(r=.22, p<.05)、「家族とのかかわり

を減らす」(r=.19, p<.05)が強くみられた。 

7. メンタルヘルスとソーシャルサポートの関連性 

 友人からのサポートに対する満足度が高いほど、自殺念慮が

少なく、（r=-.25, p<.01)、 大学や教員からのサポートに対す

る満足度が高いほど、精神的健康感が高く(r=.26, p<.01)、自

殺念慮が少なく(r=-.31, p<.01)、睡眠の状態が良好であった

(r=-.22, p<.05)。 

【考察】 

パンデミック下において、感染症への心配と感染予防行動、メ

ンタルヘルスと大学や教員からのサポートは有意に関連してお

り、教育的・生活的な支援の充実が求められている。 
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